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第一部：骨が語る「生」
◆日本史上最高のマッチョマン◆筋骨たくましい縄文人の中でもとりわけ頑丈
な集団がいた◆骨があらわす縄文の生活◆大けがを負って◆彫りの深い
顔立ちの縄文人は歯並びが整っていた◆奇抜なデザイナーたちには不思議
な習慣があった◆戦争の証拠がなく平和にみえる縄文時代に暴力行為はど
れほどあったのだろうか？ ◆激動する社会のはざまで ①渡来系集団の到来
（弥生時代）◆激動する社会のはざまで ②変わる顔つき（古墳・飛鳥・奈良時代）
◆長頭で反っ歯だが歯並びの乱れは少ない鎌倉時代人◆豊かさに伴った
長寿化と小顔化と歯並びの悪化と低身長（江戸時代）

第二部：骨が語る「死」
盤状集骨葬（縄文時代）◆廃屋墓（縄文時代）◆多人数集骨葬・犬の埋葬
（縄文時代）◆横穴墓（古墳・飛鳥・奈良時代）◆なぜ人骨がないのか（奈良・平安
時代）◆共同墓地の出現と合戦の犠牲者（鎌倉時代）◆誰もが墓地に葬られる
時代の到来（江戸時代）

第三部：病との闘い
がん / 結核 / 梅毒
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上：出っ歯が目立つようになった鎌倉時代
下：頭頂部の刀傷は鎌倉時代の合戦によるものか？

眼窩の天井に貧血の症状がある鎌倉時代の小児

暴力の証拠？ 頭頂部に謎の２つの穴があいていた縄文人男性
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